
 

企画セッション 

暗示的炭素価格を踏まえたカーボンプライシングの制度設計： 
効率性と地域経済間の公平性を目指して 

9月２５日（土） １４時 00分～1６時 00分、オンライン 

 

座長：松本茂（青山学院大学） 

討論者：林大祐（立命館大学）、渡邉隆俊（愛知学院大学） 

 

プログラム 

14 時 00 分 趣旨説明 有村俊秀（早稲田大学） 

14 時 05 分 報告１：○杉野誠（山形大学） 

「カーボンプライシングによる地域経済への影響 2005 年地域間産業連関

表を用いた分析」 

14 時 20 分 報告２：○鷲津明由（早稲田大学）、中野諭（日本福祉大学） 

「2015 年次世代エネルギーシステム分析用産業連関表(組込表)の作成」 

14 時 35 分 フロア質疑応答 

14 時 45 分 報告３：○中垣隆雄（早稲田大学） 

「CCUS の役割と普及における諸課題」 

15 時 00 分 報告４：○有村俊秀（早稲田大学）、森村将平（早稲田大学） 

「日本におけるカーボンプライシングの制度設計の論点―炭素税・排出量

取引を中心として―」 

15 時 15 分 討論者コメント：林大祐（立命館大学）、渡邉隆俊（愛知学院大学） 

15 時 45 分 フロア質疑応答、全体討論 

16 時 00 分 終了 

 


